
１ 部落差別とは（中学校社会科 「歴史分野」から）

（1） 中世～身分制はない．職業・住むところ

 →自分たちと違うという心理的差別（排除）

（２）近世～江戸時代身分を制度化する

 →身分制社会＝大名・武士・百姓・町人
 →穢多身分，非人身分（生産と労働，文化）

（３） 近代～明治時代いわゆる解放令（賤称廃止令）が出る。しかし，
平民身分になっても差別は残る

→結婚・軍隊の中・就職・住むところ・教育

（４） 現代～法の下の平等．しかし，部落差別は残る

→結婚・就職・教育＝心理的差別（排除）



東山文化～石庭



江戸時代の身分制



江戸時代の身分制 東京書籍



蘭学（解体新書）



渋染一揆



いわゆる解放令



東書～賤称廃止令



新政府反対一揆と解放令反対一揆



解放令反対一揆の記述
東京書籍

帝国書院



文学～破戒



水平社創立について



（１） 平等権～平等な扱いを受ける権利
〇部落差別の撤廃 〇アイヌの人に対する差別の撤廃
〇在日韓国・朝鮮人に対する差別の撤廃
〇男女平等（ジェンダーフリー） 〇性の多様性の問題
（LGBTQ）
〇障がいのある人への理解 〇在日外国人への理解

（２） 自由権～自由に生きる権利
○ 精神の自由 〇 身体の自由
〇 経済活動の自由

２ 中学校（公民）の教科書にみる人権～ともに生きる



（３） 社会権～人間らしい生活を営む権利
〇 生存権～（必要に応じて）生活保護法など
〇 教育を受ける権利＝学習権→普通教育を受けさせ
る 義務（国・自治体・保護者）

（４） その他の権利
〇 参政権 〇 裁判を受ける権利
〇 請求権→国家賠償請求権・刑事補償請求権

（５）新しい人権



キーワードは、「持続可能な社会」



基本的人権



平等権１



平等権2



自由権



社会権



４ 新しい人権
① 環境権～資料④新聞記事参照

② 自己決定権

③ 科学技術の発展と人権

→ 生命と人権

④ 知る権利

⑤ インターネットと人権

⑥ プライバシーの権利

→個人情報 肖像権



（（５）新しい人権

○ 環境権 ○ 自己決定権

○ 科学技術の発展と人権～生命と人権

○ 知る権利 ○ インターネットと人権



新しい人権２



琉球とアイヌの人々の暮らし

6月23日は、オキナワ慰霊の日





巻末 参考法令集





人権三法の記述
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